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立ち上がりは両チームとも順調な動きを見せた。

試合が動いたのは3回裏、太田市職労がフォアボールでノーアウトのランナーを出すと、続くバッターが三遊間にヒットを放って１－２塁とし、さらにフォアボールで満塁となる。この場面でセンター前にはじき返し、1点を先制するが、ランナーがもう1点、とホームに走りこんだところを、石狩市職労のセンターの好判断でアウト、この回を1失点に抑える。

その後は両者、出塁して盗塁を試みるも、双方のキャッチャーの強肩に阻まれ、1点を追う石狩市職労も、出塁したランナーを生かせず、試合は中盤へ。

５回裏、大田市職労は連続でセンター前にヒットを放ち、石狩市職労は2度目のピンチを迎え、この回も1点を追加される。
石狩市職労の沈黙した打線に火がついたのは6回、フォアボール、内野安打などで満塁とするとセカンド強襲の打球で1点を返す。
さらに次のバッターもセカンドへの強いあたりでもう一人のランナーが帰るが、このとき、守備妨害をとられて3アウトの判定を告げられる。

この判定に疑義が生じたが、結局変わらず、疑問が残る結果となった。

その裏、石狩市職労はここでピッチャーを交代、気持ちを切り替えて守りにつき、太田市職労に、盗塁と送りバントでランナーを3塁に進められ、内野安打でさらに1点を追加されるが、ショートのファインプレーで1失点でこのピンチをしのいだ。
終盤は双方出塁するも後が続かない展開となり、2点のビハインドで迎えた最終回、石狩市職労は反撃すべく猛攻をかけたが、強豪太田市職労の守りを崩すことができなかった。

（第1日目　２回戦　第2試合　岡崎市民球場）

